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会 

告 
  

会

則

第

七

条

に

も

と

づ

き

、

左

記

の

要

領

に

て

第

四

四

回

総

会

を

開

催

い

た

し

ま

す

。

会

員

の

方

々

は

、

御

参

会

の

ほ

ど

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

 

 

二

〇

二

四

年

九

月

五

日

 
 

 
 

 
 

 

会

長

 

小

和

田

哲

男 

 
 

 
 

 
 

 

記 

 

一 

日 

時 

二
〇
二
四
年
九
月
二
十
二
日
（
日
、
秋
分
の
日
）
午
後
二
時
～ 

 

一 

会 

場 

あ
ざ
れ
あ 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

五
階
第
三
会
議
室 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
よ
り
西
へ
徒
歩
八
分
） 

 

一 

議 

事 

（
午
後
二
時
～
三
時
） 

 
 

 

会

務

報

告

（

会

誌

報

告

含

む

） 

 
 

会

計

報

告 

 
 

会

計

監

査

報

告 

 
 

役

員

改

選 
 

 

 
 

活

動

方

針 

 
 

新

年

度

予

算

審

議 

 

 

一 

記

念

講

演

（

午

後

三

時

～

午

後

五

時

） 

「
駿
府
政
権
と
外
様
大
名
」 

講
師 

三
重
大
学
名
誉
教
授 

藤
田
達
生
氏 

 

※
役
員
は
午
後
一
時
半
に
御
集
合
く
だ
さ
い
。 

※
講
演
終
了
後
、
講
師
の
藤
田
先
生
を
囲
ん
で
、
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。 

 



 
例
会
報
告
要
旨 

四
月
例
会
（
一
二
名
参
加
） 

四
月
二
十
七
日
（
土
） 

静
岡
県
教
育
会
館
D
会
議
室 

近
世
三
島
宿
の
空
間
構
成
と
そ
の
特

徴
に
つ
い
て 

 
 
 
 

平
林
研
治 

本
報
告
は
、
様
々
な
機
能
を
果
た
し

た
宿
場
町
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
、
三
島
宿
を
一
つ
の
事
例
と
し

て
、
そ
の
都
市
と
し
て
の
特
徴
を
把
握

す
る
も
の
で
す
。 

 

今
回
は
、
今
日
の
都
市
史
研
究
の
手

法
を
参
考
に
、
三
島
宿
の
歴
史
的
な
流

れ
の
な
か
で
①
都
市
を
構
成
す
る
町

ま
た
は
複
数
の
町
か
ら
な
る
地
区
に

分
け
て
分
節
構
造
を
把
握
し
、
②
都
市

と
し
て
の
特
徴
を
把
握
す
る
、
こ
と
を

目
標
と
し
た
。 

一 

近
世
三
島
宿
の
概
要 

三
島
は
、
中
世
に
は
三
嶋
大
社
の

門
前
町
と
し
て
発
展
し
、
定
期
市
が
開

か
れ
て
い
た
。
近
世
に
は
東
海
道
の
宿

駅
に
指
定
さ
れ
、
宿
場
町
と
し
て
繁
栄

す
る
。
東
西
に
走
る
東
海
道
に
加
え
、

三
嶋
大
社
か
ら
北
へ
佐
野
街
道
（
甲
州

道
）
、
南
に
下
田
街
道
が
伸
び
る
四
つ

辻
の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
、
東
に
箱
根
八

里
の
難
所
を
控
え
、
公
私
多
く
の
旅
行

者
が
宿
泊
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
久
保
町
、
小
中
島
町
な

ど
約
二
〇
の
町
で
構
成
さ
れ
、
江
戸
後

期
で
人
口
四
千
人
強
、
高
二
千
六
百
石

余
、
本
陣
二
軒
、
脇
本
陣
三
軒
を
数
え

た
。 

二 

今
回
利
用
し
た
資
料 

①
寛
文
の
検
地
帳 

三
島
宿
で
は
寛
文
十
三
年
（
一
六

七
三
）
に
検
地
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今

回
は
こ
の
う
ち
屋
敷
地
の
部
を
利
用

し
た
。 

②
三
島
宿
御
案
内
手
帳 

本
陣
を
勤
め
た
世
古
家
に
伝
わ
る

も
の
で
、
寛
政
年
間
作
成
と
推
測
さ

れ
、
宿
場
の
様
々
な
情
報
が
記
さ
れ
て

い
る
。 

③
職
業
入
り
町
並
図 

天
保
年
間
作
成
と
推
測
さ
れ
、
東
海
道

沿
い
の
み
で
あ
る
が
、
一
軒
ご
と
の
職

業
が
記
さ
れ
て
い
る
。
江
川
文
庫
所

蔵
。 

三 

結
果 

三
つ
の
資
料
の
分
析
か
ら
、
い
く

つ
か
の
点
を
明
ら
か
に
で
き
た
。 

①
寛
文
期
、
大
規
模
な
屋
敷
地
が
多
い

の
は
、
中
世
に
門
前
町
と
し
て
発
展
し

た
地
区
で
あ
る
市
ヶ
原
町
と
東
海
道

沿
い
の
中
心
部
に
あ
る
久
保
町
、
小
中

島
町
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
が
経
済
的

に
も
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

②
寛
文
期
か
ら
寛
政
期
へ
の
間
に
、
家

数
が
六
四
七
軒
か
ら
一
〇
七
二
軒
に

大
幅
に
増
加
し
た
。
大
き
く
増
加
し
た

の
は
、
前
出
の
三
町
に
加
え
、
宿
場
町

周
縁
部
に
あ
る
新
町
、
二
日
町
、
柴
町

で
あ
っ
た
。
経
済
的
に
好
立
地
な
三
町

は
間
口
の
分
割
に
よ
る
増
加
、
周
縁
部

は
新
規
開
発
に
よ
る
増
加
と
推
測
し

た
。 

③
東
海
道
沿
い
の
職
業
分
布
は
、
地
区

に
よ
る
違
い
が
見
ら
れ
た
。
主
な
特
徴

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

宿
場
町
の
中
心
部
で
は
、
旅
籠
が

多
く
、
箱
根
に
近
い
東
地
区
で
は
零
細

な
荷
物
持
ち
や
木
賃
宿
が
多
い
。
西
地

区
は
農
業
、
製
造
業
、
建
設
業
が
多
く

な
っ
て
い
た
。
商
業
は
宿
中
心
部
以
外

で
見
ら
れ
、
三
嶋
大
社
周
辺
に
は
茶
屋

な
ど
飲
食
業
が
多
い
。 

四 

ま
と
め 

 

近
世
三
島
宿
で
は
東
海
道
沿
い
の

中
心
部
お
よ
び
中
世
に
門
前
町
と
し

て
発
達
し
た
地
区
が
経
済
的
な
中
心

地
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
時
代
の
経

過
と
と
も
に
発
展
が
周
縁
部
に
広
が

っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

旅
籠
や
小
売
り
業
が
多
い
こ
と
か

ら
、
大
規
模
物
流
で
は
な
く
、
旅
行
者

向
け
の
産
業
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
農

業
・
製
造
業
な
ど
の
産
業
も
無
視
で
き

な
い
要
素
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

発
表
に
対
し
て
、
①
寛
文
か
ら
寛
政

の
間
を
示
す
資
料
が
な
く
、
こ
こ
を
埋

め
る
資
料
を
探
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

②
職
業
の
う
ち
「
百
姓
」
を
そ
の
ま
ま

農
業
と
考
え
る
の
は
危
険
で
は
な
い

か
。
③
寛
政
期
の
東
海
道
沿
い
の
平
均

間
口
が
四
間
前
後
で
あ
る
の
は
、
広
い

の
か
狭
い
の
か
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
①
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
記
録
に
埋
も
れ
て

い
る
断
片
的
な
資
料
か
ら
街
並
み
を

再
現
で
き
る
情
報
を
丹
念
に
探
し
て

い
き
た
い
。
②
に
つ
い
て
は
、
一
軒
ご

と
に
職
業
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の

で
、
農
業
以
外
を
意
味
す
る
の
と
い
う

こ
と
は
考
え
に
く
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
何
ら
か
の
形
で
確
認
し
た
い
。
③

に
つ
い
て
は
、
他
宿
の
資
料
確
認
が
必

要
な
た
め
、
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。 

六
月
例
会(

土)
 

六
月
一
五
日
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
研
修

交
流
セ
ン
タ
ー
四
〇
二
会
議
室

（
十
九
名
参
加
） 

室
町
幕
府
奉
公
衆
浜
名
氏
の
基
礎
的

研
究 三

ケ
日
の
室
町
幕
府
奉
公
衆
浜
名



氏
に
つ
い
て
は
、
江
戸
期
に
成
立
し
た

「
浜
名
記
」
の
記
録
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
浜
名
氏
の
分
流
を
主
張
す
る
大
屋

氏
（
嫡
流
は
本
多
平
八
郎
家
臣
）
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
大
屋
氏

系
図
と
と
も
に
信
用
す
る
に
足
ら
な

い
。 高

橋
佑
吉
氏
は
、
一
九
五
三
年
に

『
浜
名
史
論
』
を
著
し
、
一
次
史
料
で

あ
る
古
文
書
・
古
記
録
を
広
く
収
集
・

解
析
し
て
、
史
実
に
基
づ
い
た
浜
名
氏

歴
代
の
事
績
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か

し
前
掲
の
大
屋
氏
系
図
及
び
後
世
の

編
纂
物
を
併
用
し
て
も
い
る
。 

最
近
で
は
、
三
ケ
日
町
の
在
家
史
家

で
あ
る
村
田
茂
美
氏
が
『
浜
名
神
戸
と

浜
名
氏
―
浜
松
市
北
区
三
ケ
日
町
の

古
代
・
中
世
』
（
私
家
版
、
二
〇
二
一

年
）
を
、
浜
名
敏
夫
氏
が
『
鎌
倉
・
小

田
原
・
遠
江
の
浜
名
氏
』
（
私
家
版
、

二
〇
二
四
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
て

い
る
が
、
基
本
的
に
は
高
橋
氏
の
論
説

を
基
軸
し
て
い
る
。 

そ
こ
で
報
告
者
は
、
大
屋
氏
記
録
及

び
近
世
の
編
纂
物
を
排
除
し
、
浜
名
氏

歴
代
の
人
物
比
定
を
再
整
理
し
て
そ

の
事
績
を
再
説
し
た
。 

浜
名
氏
は
、
浜
名
神
戸
を
名
字
の
地

と
し
、
源
三
位
頼
政
の
後
胤
を
自
称
す

る
が
根
拠
は
な
い
。
た
だ
南
北
朝
期
か

ら
の
自
称
で
あ
る
ら
し
く
、
戦
国
期
に

は
仮
名
を
三
郎
、
官
途
名
を
兵
庫
助
、

受
領
名
を
備
中
守
と
名
乗
る
。 

鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
動
乱
期
の

浜
名
氏
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎌

倉
を
本
拠
と
し
た
一
族
と
、
浜
名
神
戸

を
本
貫
地
と
し
、
京
都
将
軍
家
に
奉
公

し
た
一
族
と
に
分
か
れ
た
ら
し
い
。
こ

の
た
め
か
浜
名
神
戸
内
の
相
論
に
、
鎌

倉
府
が
関
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

後
者
の
浜
名
氏
は
、
将
軍
義
詮
・
義

満
期
に
備
中
守
詮
政
を
出
し
た
。
詮
政

は
奉
公
衆
と
し
て
将
軍
へ
の
取
次
を

務
め
る
傍
ら
、
歌
人
と
し
て
も
名
を
成

し
た
。
そ
の
孫
備
中
守
持
政
入
道
性
育

は
、
連
歌
の
上
手
と
し
て
、
連
歌
会
の

会
衆
と
し
て
し
ば
し
ば
記
録
に
留
め

ら
れ
て
い
る
。 

応
仁
・
文
明
の
乱
時
に
浜
名
氏
の
動

向
は
不
明
だ
が
、
持
政
の
孫
と
み
ら
れ

る
三
郎
政
明
が
、
将
軍
義
尚
の
近
江
親

征
に
従
軍
し
て
い
る
。
そ
の
の
ち
の
明

応
の
政
変
を
機
に
政
明
は
、
本
貫
地
の

浜
名
郡
に
下
向
し
て
在
地
経
営
に
専

念
し
た
ら
し
い
。 

浜
名
氏
は
浜
名
神
戸
内
の
有
力
寺

院
大
福
寺
を
「
名
字
の
寺
」
、
摩
訶
耶

寺
を
「
檀
那
」
と
文
書
で
表
現
し
て
い

る
が
、
永
正
初
期
頃
の
浜
名
神
戸
支
配

は
、
駿
河
今
川
氏
か
ら
三
河
田
原
戸
田

氏
に
任
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
戸
田

氏
撤
退
後
の
浜
名
神
戸
は
、
今
川
氏
か

ら
浜
名
氏
へ
任
さ
れ
た
と
思
し
い
。
し

か
し
浜
名
一
族
に
対
す
る
政
明
の
支

配
力
は
弱
く
、
神
戸
内
に
は
三
ケ
日
後

藤
氏
や
村
櫛
大
沢
氏
な
ど
様
々
な
諸

氏
の
利
権
が
混
在
し
て
い
る
状
態
で

あ
り
、
浜
名
氏
の
影
響
力
は
弱
か
っ
た

と
み
ら
れ
る
。 

政
明
も
父
祖
と
同
じ
く
連
歌
に
関

心
を
寄
せ
た
ら
し
く
、
柴
屋
軒
宗
長
を

自
分
の
館
（
佐
久
城
と
さ
れ
る
が
疑

問
）
に
招
い
て
連
歌
会
を
催
行
し
て
い

る
。 天

文
初
年
に
政
明(

入
道
成
繁)

が

死
没
し
た
の
ち
は
、
兵
庫
助
某
―
三
郎

某
と
続
い
て
、
三
郎
の
時
に
家
康
の
遠

江
侵
攻
と
、
今
川
氏
滅
亡
を
迎
え
る
。

本
坂
峠
の
防
御
を
後
藤
氏
と
共
に
担

当
し
た
と
み
ら
れ
る
浜
名
氏
は
、
引
佐

峠
を
超
え
て
直
ち
に
敷
知
郡
か
ら
長

上
郡
に
侵
攻
し
た
家
康
の
対
抗
で
き

ず
、
降
伏
し
た
。
の
地
元
亀
二
年
に
、

浜
名
氏
は
家
康
を
裏
切
り
、
甲
斐
武
田

氏
に
属
し
て
浜
名
神
戸
を
退
去
し
た
。 

そ
の
後
の
浜
名
氏
の
動
向
は
不
明

で
あ
る
が
、
子
孫
と
思
し
い
家
が
江
戸

期
の
御
家
人
と
し
て
存
続
し
て
幕
末

を
迎
え
て
い
る
。 

浜
名
氏
は
奉
公
衆
で
あ
る
が
、
軍
事

的
活
動
を
伝
え
る
記
録
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
そ
の
大
半
が
和
歌
や
連
歌
な
ど

の
文
芸
活
動
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

在
地
活
動
は
「
大
福
寺
文
書
」
以
外
に

家
伝
の
文
書
を
伝
え
な
い
の
で
、
そ
の

実
態
は
な
お
不
明
な
部
分
が
多
く
、
今

後
の
課
題
で
あ
る
と
し
た
。 

   



〔
例
会
案
内
〕 

☆
十
月
例
会 

十
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
～ 

静
岡
市
歴
史
博
物
館
講
座
室
（
無

料
で
入
れ
ま
す
） 

原
田
千
尋
著
『
今
川
義
元
』
の
書

評
会 

書
評
者
と
分
担 

序
論
・
第
一
部
・
第
二
部 

森
田
香
司
氏 

第
三
部 

 
 
 
 

前
田
利
久
氏 

第
四
部
・
第
五
部 

小
林
輝
久
彦
氏 

司 

会 
 
 
 
 

鈴
木
将
典
氏 

※
午
後
二
時
開
始
で
す
。
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。 

（
葉
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
） 

〔
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
〕 

（
一
）
研
究
誌
の
配
布
に
つ
い
て 

 

総
会
時
に
研
究
誌
『
静
岡
県
地
域

史
研
究
』
第
一
四
号
を
配
布
す
る
予

定
で
す
。
昨
年
同
様
会
員
の
皆
様
に

は
無
償
で
配
布
し
ま
す
。
た
だ
、
一

冊
送
る
の
に
郵
送
料
が
一
八
〇
円
か 

か
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
節
約
し
た

い
の
で
、
総
会
時
に
お
分
け
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
年
一
回
の
総
会
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
多
数
御
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
会
費
は
本
年
度
か
ら
三
〇

〇
〇
円
で
す
。 

（
二
）
懇
親
会
に
つ
い
て 

 

昨
年
同
様
懇
親
会
を
実
施
し
ま

す
。
講
師
の
藤
田
達
生
先
生
を
囲
ん

で
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
場
は
、

ア
ス
テ
ィ
静
岡
内
「
し
ず
バ
ル
」
で

す
（
会
場
よ
り
徒
歩
五
分
、
JR
静
岡

駅
内
）
。
午
後
五
時
か
ら
、
一
人
四

五
〇
〇
円
で
す
。 

 

会
員
の
方
に
は
申
し
訳
な
い
の
で

す
が
、
参
加
人
数
を
把
握
し
た
い
の

で
、
懇
親
会
参
加
希
望
の
方
は
、
事

前
に
森
田
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。
メ

ー
ル
で
結
構
で
す
。
で
き
る
だ
け
、

十
六
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

（
三
）
『
東
海
道
中
世
史
研
究
』
１ 

「
諸
国
往
反
の
社
会
史
」
・
２
「
領

主
層
の
共
生
と
競
合
」
の
御
紹
介 

添
付
フ
ァ
イ
ル
で
ち
ら
し
を
付
け

ま
し
た
。
高
志
書
院
よ
り
上
記
の
本

が
岡
野
友
彦
氏
・
大
石
泰
史
氏
編
と

貴
田
潔
氏
・
湯
浅
治
久
氏
編
で
出
版

さ
れ
ま
す
。
総
会
当
日
の
販
売
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
購
入
希
望
の
方
に
は
、

総
会
時
に
大
石
氏
が
注
文
を
ま
と
め

て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
定
価
の
二
割

引
き
で
送
料
は
一
冊
三
九
〇
円
、
二

冊
以
上
は
無
料
に
な
る
そ
う
で
す
。

見
本
は
見
れ
る
そ
う
で

す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
員
で
は
、
鈴
木
将
典

氏
や
廣
田
浩
治
氏
・
大

石
泰
史
氏
・
貴
田
潔
氏

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

（
四
）
報
告
者
の
募
集

に
つ
い
て 

十
二
月
以
降
、
報
告
者

が
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
報
告
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
小

和
田
会
長
ま
た
は
事
務
局
森
田
ま
で

連
絡
下
さ
い
。 
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